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☆ 実施日時 ☆  平成２６年１１月１９日（水） １３：００～１４：３０ 

 

☆ テ ― マ ☆  「日本語を学ぼう」～正しい文章で表現できるようになるために～  

 

☆ 講  師 ☆  福島県総合療育センター 言語聴覚士 原田 綾 先生 

 

 日本語を構成する「語彙」「構文」「談話」の３要素、

日本語のモデル作りについてお話をいただきました。 

訓練場面のＶＴＲや、家庭・学校でできる活動例を

交えた内容だったので大変分かりやすく、参加者から

は「すぐに実践したい」との感想が出されました。 

 

 

             

   

 

 

 

 

                  

                                                                 

 

 

平成２６年度 

第７回 みみらんどセミナー 
「日本語を学ぼう」～正しい文章で表現できるようになるために～ 

「語彙」（単語） 

難聴児は小耳にはさむことが難し

いので、「意図的に」「繰り返して」

ことばを聴き、使いましょう。 

「構文」（授受構文など） 

構文発達には順番があります。難

聴児は、正語順を５歳で獲得後、逆

語順・授受構文・関係節文・受身文

をやっと９歳以上で獲得します。特

に就学前(学習言語へ移行する前 )

に、家庭で意図的に使いましょう。 

「談話」 

文と文の「つながり」「順番」を意

識して「伝えたい主題」を表す方法

です。「それから」「結局」などの目

印言葉も入れて会話をしましょう。 

「ことばかけのポイント」 

「文章」の中で、「子どもの目線（関

心）」に沿った内容で話しかけましょ

う。絵本も文のモデルになります。 

～日本語を構成する３要素～ ～日本語のモデルを作ろう～ 

「あげる」「もらう」「くれる」 

○ママがぼくにくれる。 

○ぼくがママにもらう。 

×ママがぼくにあげる。 

楽しい経験で広げましょう。 

 

「文章で表現しよう」 

＜活動例＞ 

・手紙を書く  ・日記を書く 

・４コマ漫画の説明をする 

・正しい文章を復唱する 

・ミニチュアや写真を使う 

生活の中に、「聴く」「表現する」

を意図的に組み込みましょう。 

助詞は文字・

色・形のヒントを

つけて存在を明

らかにしたら、次

の目標へ応用し

てみましょう。 


